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水 都 大 垣 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 

 

１ 趣 旨 

本市は全国でも有数の自噴帯に位置しており、こんこんと湧く豊富な地下

水の恵みにより古くから「水都」と呼ばれてきました。豊富な地下水が河間

や堀抜井戸で湧き上がり、それが清らかな流れとなり、川ではハリヨが棲み、

ホタルが飛び交うことで「水都」の風景を形作って参りました。 

高度成長期には、地下水の大量の汲上げ等により、自噴井が減少しました

が、近年、産業構造の変化から、地下水利用の減少により、市内のあちら  

こちらで湧水が戻りつつあります。しかし、この間、多くの市民をはじめと

する人々は、大垣が「水都」であるという記憶が薄れつつあります。 

このような中、「水都」のイメージを改めて醸成することで、大垣の魅力を

高めるため、その目指す姿と 4 つの施策体系をまとめ、「水都大垣再生プロ

ジェクト」に取り組みます。 

 

２ プロジェクトの目指す姿 

「住みよさランキング 2023」で本市は岐阜県内 1 位(全国 26 位)に選ばれ

ています。この住みよさを形作る重要な要素として、生活基盤である豊富で

良質な地下水が挙げられます。 

この本市の象徴である「水」を、さらなる魅力づくりに生かすためには、

市民はもとより、本市を訪れる皆さんが「水を見る機会」「水に触れる機会」

を増やし、「水都を感じられる風景」を創っていくことが重要と考えます。 

 

これにより、再び「水都大垣」のイメージが明確となり、より一層ブラン

ド力を高めることで、市民が大垣に住み続けたい、また、市外からは大垣に

行ってみたい、住んでみたいと思わせる、「選ばれるまち大垣」を実現する

ことを、このプロジェクトで目指します。 

なお、本市の「水都」はそのイメージの多くが「豊富な地下水」、「自噴井」、

「湧き水」等に基づいていることから、「水」の中でも特に「湧水」を意識し

た「水都大垣」を目指す姿として位置づけました。 
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３ プロジェクトの施策体系 

プロジェクトを推進するに当たり、4 つの施策体系に事業を整理区分する

とともに、お互いが相乗的に作用することで、効果がさらに波及拡大するこ

とを目指します。 

施策体系 1 水都を感じるまちづくり(生活資源としての水) 

・  大垣駅南口井戸舟の整備、ミストシャワー 

・  大垣公園再整備における親水広場の整備  

・  水門川遊歩道「四季の路」の再整備 など 

施策体系 2 水都を楽しむにぎわいづくり(環境資源としての水) 

・  「かわまちテラス」の開催、水辺で乾杯 

・  水辺を生かした活動の支援(ＳＵＰ等) 

・  水の都おおがき水門川舟下り事業 など 

施策体系 3 水都を生かすものづくり(産業資源としての水) 

・  豊富な地下水を生かした企業誘致（半導体の洗浄等の先端企業など） 

・  地下水（地中熱を含む）の熱利用技術（ＳＤＧｓ） 

・  地下水を生かした新しい名物づくり など 

施策体系 4 水都を引き継ぐ歴史づくり(文化資源としての水) 

・  水都大垣再生会議の開催（岐阜協立大学ヘの調査研究委託等） 

・  環境学習「気候変動生き物大調査」事業 

・  小中学校ふるさと大垣科事業 など 

 

４ プロジェクトの期間 

令和 5 年度～7 年度（3 年間） 

 

５ 令和 5 年度プロジェクト事業及び当初予算額 

⑴ 水都を感じるまちづくり 

№ 事業名 当初予算額 担当課 

1 大垣駅南口井戸舟の整備 10,000千円 市街地整備課 

2 四季の路の再生（樹木更新等） 1,800千円 公園みどり課 

3 四季の路の再生（誘導サイン設置） 500千円 都市計画課 
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⑵ 水都を楽しむにぎわいづくり 

№ 事業名 当初予算額 担当課 

1 かわまちテラスの開催 2,000千円 都市計画課 

2 四季の広場フォトスポットの設置 500千円 都市計画課 

3 水辺を生かした活動の支援 600千円 都市計画課 

4 
大垣市観光・シティプロモーション事業

(日本国際ポスター美術館） 

500千円 商工観光課 

5 水の都おおがき水門川舟下り事業 20,200千円 商工観光課 

6 修景施設管理事業 27,208千円 治水課 

 

⑶ 水都を生かすものづくり 

№ 事業名 当初予算額 担当課 

1 水の都特産品創出事業 3,000千円 商工観光課 

 

⑷ 水都を引き継ぐ歴史づくり 

№ 事業名 当初予算額 担当課 

1 水都大垣再生会議の開催 2,800千円 都市計画課 

2 湧き水ポータルサイト作成事業 1,995千円 環境衛生課 

3 環境学習「気候変動生き物大調査」事業 1,910千円 環境衛生課 

4 おいしい大垣の水ＰＲ事業 3,500千円 商工観光課 

5 ふるさと大垣科事業 2,662千円 学校教育課 

 

総 計 79,175千円  

 

 


